
 

       ごみ減量化により目指す社会と効果 

 

【目指す社会】※環境基本法の基本理念及び循環型社会形成推進基本法の趣旨から 

 大量生産・大量消費・大量廃棄を基調とした社会経済システムやライフスタイルを見直

し、廃棄物の発生抑制、循環資源の利用、適正な処分がなされることにより、環境への負

荷が少ない持続的な発展が可能な「循環型社会」の形成を目指す。 

 

【課題と減量化の効果】 

 

         ＜＜長野県廃棄物処理計画から＞＞ 

  

 

 

 

 

 

ごみ処理の課題 減量化の効果 

 

環

境

負

荷 

・消費物資の製造段階で、多くの
資源を利用している。 

・ごみの運搬や焼却には、化石燃
料が必要であり、CO₂も排出され
る。 

・多量の食品ロスが発生してい
る。 

・無駄なものを買わない、貰わないことにより、
省資源化できる。（リユースも同様） 

・ごみ減量化により燃料消費や CO₂排出が抑制
できる。 

・生ごみや食品ロスが減少し、一方でエネルギー
としての利用が進む。 

処

理

施

設 

・焼却施設、最終処分場などの建
設が必要となる。 

・住民同意が得られにくく、用地
確保が困難になってきている。 

ごみ減量化により施設の規模を小さくすること
ができ、また、既存の最終処分場の延命化につな
がる。 

処
理
経
費 

収集運搬、焼却、最終処分等に多
額の経費が掛かる。 

ごみ減量化により経費縮減を図ることができる。 

CO₂の発生量やエネルギーの使
用量も減って、環境負荷も減る
よ！ 

せっかく造ったごみ処理施設も
長く大切に使えるね！ 

もちろん、ごみ処理費用も少な
くなるよ！（住民負担の軽減） 

軽々♪ 
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お、重い・・・ 



ごみ減量化に向けた３Ｒの取組

【３Ｒの取組】 【具体例】
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〈最後に残った廃棄物を適正に中間処理や埋立処分します。〉 

それでも、ごみになってしまうものは・・・・ 

優先順位③ 
 

〈再び原材料として利用します。〉 

リサイクルできるものは、環境への負荷を考慮し

てリサイクルしましょう！ 

 

〈単に焼却するのではなく、焼却の際に発生するエネルギーを

回収します。〉 

 

〈最後に残った廃棄物を適正に中間処理や埋立処分します。〉 
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 ごみ処理有料化 
 記名式ごみ袋 

給食残渣の有効利用 

［学びの場］ 

生ごみ分別回収 

堆肥化・飼料化 

町内会等による  ［住民 

ステーション管理  自治］ 

廃棄物組成調査 

食品ロス削減 

レジ袋削減 

食器・衣類のリユース 

フードドライブ 

高効率ごみ発電施設 

（焼却施設）の設置運営 

  ○ ごみ減量化を効果的かつ適正に進めるためには、ごみの発生自体の抑制、 
    可能なものは繰り返し使用、原材料になるものはリサイクル、などの取組が 
    大切となる。   

  ○ 各取組（リデュース、リユース、リサイクル）の頭文字から、３Ｒと呼ばれている。 

  ※ ３Ｒの取組と関連した具体例は下記のとおりである。 



 

 

 

市町村の主なごみ減量化施策取組状況のまとめ 

 

○ごみ処理有料化（指定袋等への処理料金等上乗、シール・チケット販売）状況 

県内 実 施 61市町村 （市 14 町村 47） 79.2％ ※H29.5,1 市町村ごみ減量化施策取組状況調査に

よる（生活系） 未実施 16市町村 （市５ 町村 11） 20.8％ 

全国 実 施 1,119市町村   64.3％ ※一般廃棄物処理事業実態調査（平成 27 年度実

績）による（生活系（粗大ごみを除く）） 未実施 615市町村   35.3％ 

 

○ごみ処理有料化、記名式導入と排出量（H30.5.1現在）      （H30.5.1 資源循環推進課調） 

ごみ処理 

有料化 

記名式 

ごみ袋導入 
  市町村数 

  1人 1日当たり 

排出量(g) 

1人１日当たり

生活系排出量(g) 

○ ○ 55市町村 （市 11 町村 44） 748 540 

○ - ５市町村 （市３ 町村２） 867 608 

- ○ 14市町村 （市４ 町村 10） 915 560 

- - ３市町村 （市１ 町村２） 940 688 

   ※人口割合で計算。（市町村割合で単純計算できない。） 

 

○生ごみ処理機等への購入補助実施状況（H29.5.1現在） 

（H29.5.1 資源循環推進課調, H27.4 一般社団法人日本電気工業会調） 

県内 導 入 67市町村 （市 17 町村 50） 87% 

未導入 10市町村 （市 2 町村 8） 13% 

全国 導 入 1,053市町村   60.5% 

未導入等 688市町村   39.5% 

 

○食品ロス削減の取組状況（H29.5.1現在） 

   生活系ごみ対象：27市町村、  事業系ごみ対象：25市町村、  両方のごみ対象：19市町村    
   実施していない：43市町村 

 

○日曜回収の実施状況（H29.5.1現在）   40市町村 

   

○高齢者世帯等の個別収集（H29.5.1現在） ９市町村 

 

○レジ袋削減の推進（H29.5.1現在）    県のスクラム運動の一環として実施：26市町村 
                     市町村独自の取組、支援として実施：33市町村 
                     マイバッグの全戸配布実施    ：５市町村 

 

○フードドライブの実施（H29.5.1現在）  ６市町村 

 

○廃棄物の組成調査実施（H29.5.1現在）  53市町村 

 

○生ごみの分別収集実施（H28年度一廃実調から） 
     無料回収：12市町村  有料回収：12市町村  分別収集なし：53市町村 

 

○学校等給食生ごみ処理状況（H29.5.1現在） 
 ・調理くず、食べ残しの堆肥化、飼料化等の実施 
  小中学校で実施 53市町村   保育所で実施 52市町村   どちらも取組なし 22市町村 
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１．県民１人１日当たりの排出量と、有料化人口との相関関係
※有料化人口＝有料化した市町村の人口の合計　

２．有料化実施前後の排出量の変化
H21以降に有料化を実施した市町村（飯綱町はH28から実施であり表に含まない） ※前後6年間

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 増減率

長野市 1,063 1,035 1,008 948 961 958 ▲ 9.9

山形村 929 893 858 858 854 840 ▲ 9.6

野沢温泉村 1,149 1,144 1,055 1,028 1,095 1,113 ▲ 3.1

信濃町 997 955 844 861 816 875 ▲ 12.2

岡谷市 956 952 785 811 821 771 ▲ 19.4

千曲市 829 814 787 800 814 817 ▲ 1.4

坂城町 975 970 971 958 962 974 ▲ 0.1

下諏訪町 1,004 1,061 881 883 858 830 ▲ 17.3

３．まとめ
　上記のグラフ・表から、有料化によるごみ削減効果はあきらかである。

ごみ処理有料化の効果

※なお、環境省の示した廃棄物の減量に関する基本的な方針において、「経済的インセティブを活用し
た一般廃棄物の排出抑制や再生利用の推進、排出量に応じた負担の公平化及び住民の意識改革を
進めるため、一般廃棄物処理の有料化の推進を図るべきである」とされている。
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(H29.5.1現在)

1 長野市 ○
事業系生ごみを直接搬入また収集許可業者に依頼して、右記の施設で資源
化

直富商事(株)苦桃工場
(株)宝資源開発篠ノ井営業所
NPO法人べとの会

2 上田市 ○

「生ごみ堆肥化モデル事業」として、概ね20～50世帯程度の一団となった地区に
大型生ごみ処理機を貸出し、家庭から排出される生ごみを共同で処理し、減量
化・堆肥化するモデル事業

3 岡谷市 ○
家庭用生ごみをステーション回収。平成22年度より開始。回収拠点は147箇所。
生ごみは委託処理で堆肥化

民間委託（ドミソ環境）

4 飯田市 ○
生活系のみ。ごみ集積所へ市民が排出したものを収集して施設へ運搬後に堆肥
化。週２～３回収集

5 諏訪市 ○ 生活系のみ。大型生ごみ処理機へ市民が持ち込んで堆肥化

6 小諸市 ○ ○
生活系・事業系ともに対象。指定袋（紙袋）で週２回収集。
浅麓汚泥再生センターで肥料化処理。
肥料は市民に無料配布。残さは焼却処理

浅麓汚泥再生処理センター

7 駒ヶ根市 ○ ○
自前施設による堆肥化処理は平成26年度で終了。生ごみは委託処理で堆肥
化

民間委託（光商会）

8 大町市 ○ ○
市内小中学校（6校）、モデル自治会（1ヵ所）、市立病院（1）、市内福
祉施設（４ヵ所）、民間宿泊施設等（10ヵ所）から排出される生ごみを分
別収集し堆肥化を実施している。

指定管理（熊谷清掃社）

9 佐久市 ○ ○
臼田地区（旧臼田町）のみ生活系・事業系ともに対象。指定袋（有料）に
入れて、週２回回収。堆肥は希望者に販売している。
旧臼田町では昔から行っており、現在も臼田地区で継続中である。

佐久市堆肥製産センター

10 東御市 ○ ○

※H29.12から実施
生活系・事業系ともに対象。
指定袋（有料）に入れて可燃ごみと同日（週２回）に収集され、堆肥は市
民に配布されたり、花壇整備等に用いられる。

東御市生ごみリサイクル（堆
肥化）施設
（名称：エコクリーンとう
み）

11 小海町 ○ 大型生ごみ処理機で公共施設の生ごみをモデル的に堆肥化している。 民間委託

12 軽井沢町 ○
事業系生ごみを直接搬入もしくは収集許可業者に依頼して浅麓汚泥再生処
理センターで堆肥化処理。
堆肥は町民に無料配布。残さは焼却処理

浅麓汚泥再生処理センター

13 御代田町 ○ ○
生活系・事業系ともに対象。
指定袋（紙袋）で週２回収集。浅麓汚染再生センターで堆肥化処理。
堆肥は町民に無料配布。残さは焼却処理

浅麓汚泥再生処理センター

14 長和町 ○ ○
生活系・事業系ともに対象。
生ごみ堆肥化処理施設（長和町大門・長門牧場）で堆肥化

長和町生ごみ堆肥化処理施設

15 下諏訪町 ○
直接持込み又はグループ収集により生ごみリサイクルセンターへ集積し、
業者委託により堆肥化

民間委託（光商会）

16 箕輪町 ○ 一部地区において生ごみ用の指定袋を配布し、堆肥化 民間委託（光商会）

17 松川町 〇 ステーション回収を行い、委託処理で堆肥化 フードリサイクル施設

18 阿智村 ○ ○
くりーんひる西部（下伊那郡西部衛生施設組合）においてし尿、浄化槽汚泥とともにメタン
発酵処理。自家発電に利用

くりーんひる西部
（下伊那郡西部衛生施設組合）

19 平谷村 ○ ○
くりーんひる西部（下伊那郡西部衛生施設組合）においてし尿、浄化槽汚泥とともにメタン
発酵処理。自家発電に利用

くりーんひる西部
（下伊那郡西部衛生施設組合）

20 上松町 ○ ○

21 南木曽町 ○ ○

22 木祖村 ○ ○

23 王滝村 ○ ○

24 木曽町 ○ ○

25 松川村 ○ 給食センター及び保育園給食施設の生ごみを堆肥化 民間施設（(株)G・フレンドリー）

26 小谷村 ○
村内2地域で地域住民が堆肥化施設を設け、家庭の生ごみを持ち込み堆肥化し
ている。

27 高山村 ○ ○ ステーション回収を行い、地力増進施設にて堆肥化 高山村地力増進施設

生ごみ資源化の取組

№ 市町村 事業系 生活系 取組み 施設

ステーション回収を行い、委託処理で堆肥化 民間委託（光商会）
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 上伊那広域連合では、ごみの排出抑制のため処理費用を有料化しており、ごみ袋購入に必要なチ

ケットが各家庭に配付されています。各家庭で年度末に未使用のチケットが残っていると、そのチ

ケットで指定ごみ袋をまとめ買いしてしま

い、減量意識が薄れがちとなります。 

 このため、毎年、期限切れとなったチケッ

トを児童会・ＰＴＡが回収し、回収を行った

児童会にチケットの枚数に応じた奨励金が交

付されています。 

 

 

 

 

未使用チケット回収事業イメージ 

 

 

 

 

 須坂市では、生ごみを自家処理し、ごみの減量に取り組んでいる 

世帯に、生ごみ以外の可燃ごみを入れる専用の袋（「生ごみ出しま 

せん」宣言世帯専用袋）を配布しています。 

電動生ごみ処理機、ダンボールコンポスト等で自家処理している 

世帯等が対象です。 

 須坂市は一般廃棄物処理の有料化制度を導入していますが、「生 

ごみ出しません袋」には手数料がかかりません。 

生ごみ出しません袋 

 

 

 

 

 

<<事例１：上伊那広域連合における指定ごみ袋購入チケットの回収>> 

<<事例２：須坂市における「生ごみ出しません袋」の配付>> 

長野県リサイクル 

キャラクター「クルるん」 

資料２－６ 

県内市町村等の取組事例 

＊廃棄物処理計画の取組事例集から抜粋 

 （H27時点の状況） 
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松本市は、家庭や飲食店における食品ロスを削減するた

め、「残さず食べよう！30･10運動」を実施しています。 

宴会では、乾杯後 30分間とお開き前 10分間は席を立た 

ずに料理を楽しむ時間としています。 

家庭では、毎月 30日を冷蔵庫クリーンアップデー、10 

日をもったいないクッキングデーとしています。 

全市立保育園、幼稚園では、「ごみの分別と食べ残し」 

をテーマとした園児対象の参加型環境教育を実施してい 

ます。 

 また、環境教育によって変化した意識を継続させるこ 

とが重要であることから、日常での学習が図れるように、 

食べ残しをテーマとした紙芝居を作成しています。              

 一方で、高齢者などから、宴会時において出される料 

理が多く、そもそも食べ切れないとの意見もあることか 

ら、「量より質を重視したメニュー」や「食べ切れる分量 

のメニュー」のことを「プラチナメニュー」と名付け、 

市内で提供可能な飲食店を募集しています。 

 

 

 

 

 上田市では、生ごみリサイクル野菜循環ポイント 

事業として、「上田やさいまる」を実施しています。 

 これは、市民が、電気式生ごみ処理機で乾燥させ 

た生ごみや上田クリーンセンター内の「エコ・ハウ 

ス」で無償配布される生ごみ減量化基材「ぱっくん」 

（ピートモスとくん炭を混ぜたダンボールコンポス 

ト基材）で処理した生ごみを「エコ・ハウス」に持 

ち込むと、ＪＡ堆肥センターで堆肥化され、 

市内農家により農産物生産に活用されるという 

「資源循環・地産池消」を目指した取組です。 

 市民が、乾燥生ごみや使用済み「ぱっくん」（処理された生ごみ）を「エコ・ハウス」に持

ち込んだ際には、市内８店舗のＪＡ直売所で買い物ができるポイント（乾燥生ごみ１kg＝１

ポイント、使用済み「ぱっくん」＝５ポイント、累計５ポイントで５００円分）がもらえま

す。                                              

<<事例３：松本市における食品ロス削減の取組>> 

<<事例４：上田市における生ごみの堆肥化による排出抑制>> 

食品ロス削減啓発用紙芝居 

上田市リサイクル活動拠点施設「エコ・ハウス」 

「ぱっくん」（ダンボールコンポスト） 
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“チャレンジ８００”ごみ減量推進事業について 
 

環境部資源循環推進課 

 

１ 事業化の経過 
県の政策研究グループの提案を受け、平成 26 年度末から事業化。（予算化は平成 27 年度から） 

 

２ 県内の一般廃棄物を巡る現状 
○一般廃棄物排出量 

長野県は、平成 26年度、27年度及び 28年度と３年連続で１人１日当たりの一般廃棄物排出

量の少ない方から全国１位に。 

    ⇒しあわせ信州創造プラン 2.0 及び第四次長野県環境基本計画の目標(県民１人１日当た

り一般廃棄物排出量 795g)達成に向けて、更なるごみ減量への取組が必要。 
（長野県の１人１日当たりの一般廃棄物排出量） 

H24 H25 H26 H27 H28 
H29 目標 

※しあわせ信州 

創造プラン 

 

2020(H32)目標 
※しあわせ信州創造
プラン 2.0・第四次環

境基本計画 

862g 847g 838g 836g 822g 800g 以下  795ｇ 
※1 人 1 日当たり排出量の算出に用いる総人口には、平成 24 年度以降は外国人人口を含む 

 

 

 

 

 

 

 

〇マイバッグ等持参率（資源循環推進課調査）   

67.0％（平成 30年３月現在） 

  〇食べ残しを減らそう県民運動～e-プロジェクト～協力店登録数（平成 30年３月末現在）  

    702店舗（飲食店 525、宿泊施設 80、小売業 97） 

 

３ 事業推進体制 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

順位 県名 重量 順位 県名 重量 順位 県名 重量 

１位 長 野 県 ８３８ｇ １位 長 野 県  ８３６ｇ １位 長 野 県 ８２２ｇ 

２位 沖縄県 ８４４g ２位 沖縄県 ８４１g ２位 滋賀県 ８３１g 

３位 熊本県 ８４６g ３位 滋賀県 ８４３g ３位 熊本県 ８４３g 

参考 全国平均  ９４７g 参考 全国平均 ９３９g 参考 全国平均 ９２５g 

政策研究グループの提言概要（目標：ごみ減量日本一） 

・ごみ減量に向けての県民意識の向上 

・ごみ減量に関する次世代への教育 

・ごみ減量に関する新たな情報発信 

・県・市町村等によるごみ減量方法の協議 

ごみ減量日本一に向けた取組 
・ 

・自宅での「ダンボールコンポスト」活用によ 

 る生ごみ処理 

・生ごみの「水切り」 

・食べ残し削減などの「食品ロス削減」 

県職員自らが実践 

 

■チームリーダー 

 地域振興局長 

■メンバー 

  地域振興局、市町村 

  ＮＰＯ法人 等 

■協議内容 

  広域でのごみ減量に 

向けた普及等 

県・市町村職員に

よる自主的取組 

地域の実情に応

じた県・市町村連

携による取組 

連携 

環境部職員による 

自主的取組 

各機関と連携した取組 

県民・事業者等への 

普及・広報活動 

チャレンジ８００実行チーム 
（各地域振興局単位） 

環境部 
（資源循環推進課） 
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４ 取組内容 

 

平成 29年度の取組  平成 30年度の取組 

 新規事業 地域循環圏の形成推進・支援 

○関係者向け研修会、アドバイザーによる巡回相

談等により、チャレンジ８００実行チーム（各

地域振興局単位で設置済）による取組を支援 
 ※地域循環圏の説明は次ページのとおり 

  

食品ロス・レジ袋削減県民運

動の拡充・強化 

・「信州発もったいないキャ

ンペーン」の新規実施 

・第１回食品ロス削減全国大

会（松本市開催）への協力 

・レジ袋削減県民スクラム運

動の実施（新たな取組の検

討） 

食べ残しを減らそう（食品ロス削減）・レジ袋削

減県民運動の継続 

○「残さず食べよう３０・１０運動」の推進 

 ・テレビＣＭ放送（７～９月、11月～１月） 

 ・協力店の増加及び連携した推進 

 ・街頭等啓発活動 

○「信州発もったいないキャンペーン」の継続 
  （賞味期限・消費期限間近食品の購入呼び掛け） 

 ・賛同事業者の増加及び連携した推進 

・店頭等啓発活動 

○レジ袋削減キャンペーンの実施 

 ・賛同事業者と連携した啓発活動 

ごみ減量日本一サイト新設 ごみ減量情報発信サイト「信州ごみげんねっと」

の運営 

○市町村、関係団体等との連携によるサイト内容

の充実 

・イベント情報（フードドライブ等）、ごみげ

ん協力店情報等の発信強化 

広報媒体を活用した啓発 

・新聞広告（10月） 

・テレビ・ラジオＣＭ（豊か

ん予算） 

広報媒体を活用した啓発継続 

○ごみ減量キャンペーン等の新聞広告の継続 

○信州豊かな環境づくり県民会議の予算を活用

した啓発の継続 

環境教育の継続 環境教育の継続 

○Ｈ27、Ｈ28に作成した小学生向けごみ減量（食

品ロス削減）に関する教材の普及 

チャレンジ８００実行チー

ムでの取組継続 

チャレンジ８００実行チームでの取組継続 

○地域の実情に応じた県と市町村の連携による

ごみ減量化の取組 

職員の自主的取組の推進 職員の自主的取組の推進 

○JSN“チャレンジ 800通信”（年 2回程度発行） 

○環境部「わたしのチャレンジ 800」実施 
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地域循環圏について 

 

○地域循環圏とは 

地域の廃棄物処理の実情や廃棄物の種類（生ごみ等食品廃棄物、家畜ふん尿、木くずなど）に

応じ、資源として地域で循環可能なものはなるべく地域で循環させ、それが困難なものについて

は、物質が循環する環を広域化させていき、重層的な地域循環を構築するもの 

効果：社会コストの削減、新規ビジネスの創出、低炭素社会・自然共生社会の形成 

 

 

○イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 考 

小売業者 宴会家庭 製造・流通業者 

食品提供 

広域市町村における統一的な発生抑制・資源化の取組 

ごみの排出 

資源化 

発生抑制 

取組例 
 

○分別収集の徹底 
 
○事業系一般廃棄物の
受入有料化（適正価
格の設定） 

 
○リサイクル施設の設
置 

 
○生ごみ処理機への補
助（補助金増額） 生ごみ 紙ごみ 

例えば 

エネルギー活用

リサイクル 

農産物生産・家庭菜園 

リサイクル 

たい肥 

バイオガス発電 

液肥 

地域での循環を考える 

フードバンク 

こども食堂 

食品提供 

http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=PqiSYDPg&id=DF2C7E53AC361E9D5F0A2D53473A1F384E50DE0D&thid=OIP.PqiSYDPgZrthacZkvwiOMwEsEs&q=%e8%b1%9a%e8%82%89&simid=608030485773616323&selectedIndex=42
http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=MPy9AX3j&id=6123D380AD168DBDD58FBCF0BA6F854FAB995602&thid=OIP.MPy9AX3jxICUue80-vQv5QEsDD&q=%e7%95%91&simid=607992754469867152&selectedIndex=634
http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=6RlDKJyu&id=3B23C274AC5CFD8E98B1A3D9306057B47D647510&thid=OIP.6RlDKJyuUFz5KMvDDb4rlwEsC7&q=%e3%82%b9%e3%83%bc%e3%83%91%e3%83%bc&simid=608017235807109892&selectedIndex=20
http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=MPy9AX3j&id=6123D380AD168DBDD58FBCF0BA6F854FAB995602&thid=OIP.MPy9AX3jxICUue80-vQv5QEsDD&q=%e7%95%91&simid=607992754469867152&selectedIndex=634
http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=PqiSYDPg&id=DF2C7E53AC361E9D5F0A2D53473A1F384E50DE0D&thid=OIP.PqiSYDPgZrthacZkvwiOMwEsEs&q=%e8%b1%9a%e8%82%89&simid=608030485773616323&selectedIndex=42
http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=ldg6iqQA&id=B07041719EC2059BBBA01CC764989B5ED9AC5F91&thid=OIP.ldg6iqQAYPzrRSD-bKeBqQEIEs&q=%e7%94%9f%e3%81%94%e3%81%bf&simid=608028819338038634&selectedIndex=138
http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=wTae/QiD&id=D642F4348E190DD1290BD9F6BC3BEA4AA532DBC8&thid=OIP.wTae_QiDCCuVZhA2pxzrvQEsEM&q=%e7%95%9c%e7%94%a3&simid=608032362681992294&selectedIndex=77
http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=XEqPf3mK&id=67FE4BF9117C2B7C3C00362CC0FEE85F52FBB06A&thid=OIP.XEqPf3mKM_zXuT30_W9EuQEsDe&q=%e3%81%9f%e3%81%84%e8%82%a5&simid=607988025748816894&selectedIndex=89
http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=ZDJm1X5i&id=3CD992A05434853150FF8EE58F70B4DBE1C6195A&thid=OIP.ZDJm1X5ilN5OVGkCzBVPKgDCEs&q=%e9%a3%bc%e6%96%99&simid=607990830332317070&selectedIndex=63
http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=M6axsZbu&pccid=kQods8h4&id=15DCA737C007FB1F245A96095409C8924D8716B3&pmid=718977E886EAB4DECD5AFE34FF2092B897A64663&psimid=608015758319618471&pimgurl=http://image.itmedia.co.jp/smartjapan/articles/1703/09/jr_biogas4_sj.jpg&iss=VSI&selectedIndex=1&first=1&count=35&cal=0.1504132&cat=0.1512605&car=0.8512397&cab=0.8515406&simid=608015758319618471
http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=lnebU%2bi4&id=77BBF416BCCFA76D7CCE32008BBDC44A6B0D07F7&thid=OIP.lnebU-i4oIUy4-3TzZ1hKQEsDi&q=%e3%83%95%e3%83%bc%e3%83%89%e3%83%90%e3%83%b3%e3%82%af&simid=607986320645621705&selectedIndex=39
http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=/QSGYEzJ&id=132CFD69D192F224296D120B6528DA823EF32369&thid=OIP._QSGYEzJX88wUXQSaZ7K0AEsBi&q=%e3%81%93%e3%81%a9%e3%82%82%e9%a3%9f%e5%a0%82&simid=608033380588850240&selectedIndex=387


（単位：１人１日あたり排出量ｇ、増減％） 単位：円

年度数値

増減 可燃ごみ 不燃ごみ 資源ごみ その他

Ｈ２８ 822 378 29 157 4 255 13,553

Ｈ２１ 881 399 34 200 4 243 11,672

増減 ▲ 6.7 ▲ 5.4 ▲ 16.9 ▲ 21.7 ▲ 6.0 4.9 16.1

Ｈ２８ 831 431 29 121 26 225 14,117

Ｈ２１ 918 464 43 148 26 236 13,203

増減 ▲ 9.4 ▲ 7.2 ▲ 33.1 ▲ 18.4 ▲ 2.5 ▲ 4.5 6.9

Ｈ２８ 843 425 17 123 8 269 14,531

Ｈ２１ 868 458 19 118 6 266 13,188

増減 ▲ 2.9 ▲ 7.2 ▲ 10.0 4.7 36.5 0.8 10.2

Ｈ２８ 845 188 22 114 211 311 13,674

Ｈ２１ 977 196 32 112 234 404 15,432

増減 ▲ 13.5 ▲ 4.3 ▲ 31.3 2.1 ▲ 9.9 ▲ 23.0 ▲ 11.4

Ｈ２８ 854 442 16 72 16 308 14,600

Ｈ２１ 832 447 13 73 12 287 13,735

増減 2.6 ▲ 1.1 18.7 ▲ 1.0 32.3 7.5 6.3

長野県

滋賀県

熊本県

京都府

沖縄県

【参考】
１人当たり
処理経費

・チャレンジ800
・信州ごみげんネット開設（ポータルサイト）
・3010運動
・食べ残しを減らそう県民運動 e-プロジェクト
・レジ袋削減

排出量計
生活系

事業系

長野県

滋賀県

・三方よし!!でフードエコ・プロジェクト
・ごみゼロしが開設（ポータルサイト）
・マイボトルスポットMAP（関西広域連合）
・マイバック動画コンテスト（関西広域連合）

・九州食品ロス削減バンク
・くまもと食べきり運動
・九州まちの修理屋さん
・ばってんリサイクルくまもと（情報誌）

・循環型社会形成に向けての取組や提案の募集
・マイボトルスポットMAP（関西広域連合）
・マイバック動画コンテスト（関西広域連合）

・環境にやさしい買い物キャンペーン
・レジ袋有料化
・ちゅら島環境美化全国一斉清掃

１人１日当たりごみ排出量の少なさ上位５府県の状況

熊本県

京都府

沖縄県

府県名

特徴的な取組
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排出量ランキング全国第５位までの順位推移 
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排出量ランキング全国第５位までの排出量推移 

沖 縄 

京 都 

熊 本 

滋 賀 

長 野 
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（単位：１人１日あたり排出量ｇ、増減％）

年度数値 【参考】　単位：円

増減 可燃ごみ 不燃ごみ 資源ごみ その他 １人当たり処理経費

Ｈ２８ 917 443 9 165 0 299 9,585

Ｈ２１ 1,118 569 13 171 8 356 9,525

増減 ▲ 18.0 ▲ 22.1 ▲ 32.6 ▲ 3.4 ▲ 100.0 ▲ 16.0 0.6

Ｈ２８ 915 375 33 215 0 291 9,551

Ｈ２１ 1,008 427 46 236 0 298 8,162

増減 ▲ 9.2 ▲ 12.2 ▲ 28.1 ▲ 8.8 ▲ 100.0 ▲ 2.4 17.0

Ｈ２８ 710 392 6 129 0 183 5,099

Ｈ２１ 952 574 13 220 0 145 11,244

増減 ▲ 25.4 ▲ 31.7 ▲ 53.3 ▲ 41.3 #DIV/0! 26.3 ▲ 54.7

Ｈ２８ 679 336 54 134 0 155 8,429

Ｈ２１ 723 329 65 186 0 144 6,289

増減 ▲ 6.1 2.2 ▲ 17.4 ▲ 27.6 #DIV/0! 7.8 34.0

Ｈ２８ 657 285 38 150 1 184 8,321

Ｈ２１ 706 285 39 199 1 183 9,221

増減 ▲ 7.0 0.0 ▲ 3.8 ▲ 24.7 28.6 0.6 ▲ 9.8

Ｈ２８ 605 340 41 141 0 82 12,616

Ｈ２１ 638 333 58 153 2 92 12,368

増減 ▲ 5.3 2.0 ▲ 28.9 ▲ 7.9 ▲ 100.0 ▲ 10.8 2.0

Ｈ２８ 822 378 29 157 4 255 13,553

Ｈ２１ 881 399 34 200 4 243 11,672

増減 ▲ 6.7 ▲ 5.4 ▲ 16.9 ▲ 21.7 ▲ 6.0 4.9 16.1

年度増減 排出量合計 可燃ごみ 不燃ごみ 資源ごみ その他 事業系 １人当たり処理経費

Ｈ２８ 928 312 23 169 26 399 22,892

Ｈ２１ 1,182 430 52 119 11 571 26,015

増減 ▲ 21.5 ▲ 27.5 ▲ 56.2 41.9 135.8 ▲ 30.1 ▲ 12.0

Ｈ２８ 769 317 0 142 24 286 5,109

Ｈ２１ 1,399 298 23 197 2 878 5,713

増減 ▲ 45.0 6.1 ▲ 100.0 ▲ 27.9 852.0 ▲ 67.4 ▲ 10.6

Ｈ２８ 386 103 42 169 0 72 29,749

Ｈ２１ 459 112 87 199 0 61 22,521

増減 ▲ 15.9 ▲ 8.6 ▲ 51.3 ▲ 15.1 #DIV/0! 18.3 32.1

Ｈ２８ 336 152 33 141 10 0 10,641

Ｈ２１ 382 139 73 164 6 0 8,286

増減 ▲ 12.0 9.2 ▲ 54.1 ▲ 14.0 63.8 #DIV/0! 28.4

Ｈ２８ 316 156 30 125 5 0 5,467

Ｈ２１ 334 142 21 165 6 0 6,429

増減 ▲ 5.4 9.4 46.8 ▲ 24.3 ▲ 19.3 #DIV/0! ▲ 15.0

Ｈ２８ 303 168 14 108 12 0 5,886

Ｈ２１ 315 144 19 144 8 0 7,345

増減 ▲ 4.0 16.9 ▲ 25.6 ▲ 25.2 51.0 #DIV/0! ▲ 19.9

事業系

諏訪市

長野市

市名

岡谷市

排出量計
生活系

1人１日当たりのごみ排出量の推移
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H28の排出量が少ない３町村及びH21からの減少率が大きい３町村 
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H28の排出量が少ない３市及びH21からの減少率が大きい３市 

諏訪市 

長野市 

県 

岡谷市 

佐久市 

駒ヶ根市 

東御市 
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ごみ処理有料化開始 

事業者が自前のバイオマスで活用⇒事業系ごみ減量 


